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第 4 回精神障がい者就労定着支援連絡会にかかる 

障害当事者の参加拒否に関しての公開抗議文 

精神障害当事者会ポルケ（以下、当会）は、精神障害当事者により構成される東京の城南エリア

を中心に活動する障害当事者団体です。 

 貴法人が管轄する障害者就業・生活支援センター アイ-キャリアが事務局を務める精神障がい者

就労定着支援連絡会の平成３０年度第４回（２月１９日）開催に際して、当会メンバーの障害当事

者の参加を拒絶したことに抗議します。「参加いただく企業が精神障がい自体に理解が無い、力量

がないこと。連絡会では合理的配慮をベースに当事者、支援者、企業、医療機関に連携して使って

いただけるツールを模索していて、将来的には当事者にもご意見をいただきたいが現状では受け止

めるだけの能力が事務局側にもないこと」として、企業側等の力量不足を原因とし、また事務局に

「受け止める能力がない」として、当事者の会合参加そのものの拒否の合理化は、障害者排除その

ものであり、差別的な態度と言わざるを得ません。 

 また、従前からの当事者参画を踏まえないツール開発の姿勢に強く抗議し、当事者参画の考えを

改めるよう強く求めます。国は障害者就労施策を以下のように規定しています。「障害のある人が

障害のない人と同様、その能力と適性に応じた雇用の場に就き、地域で自立した生活を送ることが

できるような社会の実現を目指し、障害のある人の雇用対策を総合的に推進しています。」つま

り、障害者就労は障害者の権利に関わることであり、私たち障害者団体の参画は当然認められるべ

きです。 

 精神障害者の障害者雇用の定着率の低さは、目下大きな課題であり、連絡会が果たすべき役割は

非常に高いことは重々理解しております。当会は障害者就労にかかる支援、職場での合理的配慮等

段階ステージで意見交換・解決案をまとめたワークショップなどを開催してきました。報告レポー

トは担当所管を通じてお伝えしているところです。当会は対話と協働の姿勢で社会課題の解決に関

わる意思を表明しつつ、貴法人の当事者参画にかかる姿勢に重ねて強く抗議します。会議開催前日

の２月１８日（月）までに以下の連絡先に文章での誠意ある回答を求めます。 

                         【連絡先】                          

精神障害当事者会ポルケ（担当：山田）   

in.porque@gmail.com 


